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一
一
一
一-,:,-:J

  

り
開
き
「
平
和
と'

反--

器
民
主
勢
力
の
国
民
的
な
一
一
一
、
治
的

統
一
を
つ
く
リ
一
一
一
一
げ
一
一0

、
こ
と
が
一
一
一
一
も
重
要
な
任
一S

と
な
っ

て
い
る
。  

騒  

・  

平
和
の
聞
争
に
お
け
る
広
範
な
民
主
一
一
一
ー

ヵ
の
結
集
の
定
購
、,,]

、,,''  ,,-
  

「  -

民
的
最
一
盤

の
確
立
の
間
題
な
、
・,

・  :,'

、--J

、-'-

し
い
成',:  

的
統
一
一,

一  ),

」,)

一)

て
い
る
。

流
い
、,'

」.

、
革
一
新
的
な
目
本
の
政
治
勢
力
・'  

、'  --

し

y

こ
の-,,':.~

解
級
開
一
一
一
・
の
課
題
「
一
一
一
一m

一
一
す:.)

二  -
  

新
し
い
一:---

  ,  ---

出
力
を
つ
く
り
あ
け
な
け
れ-

  

・,

・:  -
  

いo日

本-
'  -
',  

代

々

本)

の

相

、

導

は

、

労

働  -
-
,,)  

ス
ト
ラ
ィ'

一.  

ー
ト
嘉
電
原
水
藝
の
一-

一
一
人

證
動
一
ー-

  :''  

二
せ
、  n

本
の
人
民
大
衆
の
却  

・,,

・  -
  

・
一
節
的
エ
・
一,

ノ
一
一-

のM

長
一
一,

一
一
一
一
一
一
一:

一
す
る
も
の
と
・',

、  ,  .

・  

る
。流b-''

、
共
一
一
一
一
主
義
一
一
一
一
一
の
費
任4

器'  ,  ]-
  

と
と
も
一  '-,l,

し
、
識
的
分
立
一
一
一.

一
一
一
一
限
一
一-')

て
、  -.:  '  

階
一
一
一
」
一J

一-'  l--

の
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
の
一  J

、-
  

一
一

集
と
統
一
一f,=n

・
・')

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
・n),--
  .,

、

こ
の,f6

一)-?--

一
一
一
一
一:

一
一
一
こ
た
え
、
日
本
一
一
一
・
一
一
一
一
一
の
勝
一
一
、  -

一

しy  

「
、
ル,

ノ,  

、
・  

レ
ー
一
一
ン
萎
党
義
し
、  ,.  ,  

共
産
主
一nTll

一-

一
真
の'

流  

一
を
一
一
一
一
一
現
す
る
た
め-

、    

一  

に
組
織
一
ー
一
一
一
一  ,,,--

養
「4'

一
を
差
さ
せ
る
。

「-

二',

回
のf

生

国

会,

識
は

、

目

本

に::

一

一  -
    -
..  l-
'-

、

・        

・

:l  .  .,E

・-

一

一ff:

速
動

の

一

一

一-

・'-

一

い,

統
一

を,-'-
  

た
め
のO

f

中'.

、,

・  

一  b

で
あ
っ
た
。

ー

ョ

ー

ー-
  ,,  :,

・
一-

-
  -
,

ス
ル

ーf  

の
多
く
を
ま
だ
結,,

・
し''

、-

、-:

の
い
・-

一
同
じ
一
・
一
一
一
一
一
「  

も
つ
一,

、
の
組
識
や
個
人
が
様
々
の
事
要
業
ら
こ

す

る

こ

と

「  

ま

」

一'-
:l  Ill'-

'',

・''

へ''-
-
-
'  

い),-
,-

一

一

一=
-
J
-
-
J

た

え

う

る
実
践
力
が
も
」(

一  :  ):

一
し
い)

、
一,

一
・'(-.,-

い
一
さ
れ
た
。

わ--,=,'

一
、
こ
の
よ
つ
な
義
か
ら
、
ひ'

一
一'  

き

目
標
か'-

し
、
、-

る
共
産
本
義
董
の
結
集
と--)'

一

能
な
這
「
一)

、
一
る
こ
と
に
一
発
力
す
る
。  

そ-'.

し
、-

れ

n-.n-

一
一
一
一  .--)  

、
一
一'

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ん
で
組
織
一
一
一
一
一
一
一
・  -

  f

安  

に
、
参
加
一
ィ
ー  f

う
番
え
る
。

わ
れ--'  

、  -

一
一
ら
に
、
平
和
と
民
主
主
一
一
一
一
一
一.  :,  ,)

同

上
の
た,-

  

一  '  

た
か
う
労
望
、
活
動
家
請
一--

、:-

一
り  

結
集
と-',  ,.  ,

一
事
一
一
一
一
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
、
、.-

  ,

・  -':>
  

容
る
。  

一
、':,

に
、  0

れ0

れ
は
、
日
本
共
庫'

一
、
、,,-

  

本)

指

一

會-

の-

・,-
'  -
,-
-
f

に-
f-

、,-

・'

の-
-
-
:

部

の
差
し
、  -

一-
  ,':

使----

、,-

一,

一
」:

ハ
塵
表
連

動
の
統
一
の
たf

に
習f-ll4c

こ
と
一
一
一
・:

一.

一
一
一'

一
一
一
・'--,

一
る
。  .0

れ

②  

経
一fi-

い
・-

、  -
,  

・)  -
  

べ
て
な
、
いh

い
九
り-'--~

、
、)

一  

,--.--

・'

一
た
め
に
努
力
し
、
新
し
い
一
一  

・)

・)-

い
の
一
の
い
だ
に
い
さ
さ
か
の

と
の
一
一
一
一
地
の
一-

い
、
相
互
信
一
一
一  

''

・
一
一
・
一?

一
話
、
選
一
的
な
党
組
織
、
人

-

・-

い:y

す
と
い
う
こ
と
で
ヒ
ュ  

ー
マ

と
・
・  

ー
、
党
の
品
性
、
品
格
が
ヒ,

つ
・,

、
」

-
  ,l  

一
の
複
雄
一
・
一
一
一
一
一
実
を
一
ー-l-

る'5
  

,

一
」
一
一
一  

一
野
に
わ
た
っ
て
つ
と
め
て-

、

一.:-.--

一
ー
一
つ,-..--

一
一
一
一
一
る
一
一
一
一
一
一
一
一,

一
的
一
」
一
・----

腦
と
一
一
一
一
一
一:  

の
一,-

-

一
能
一
一
・'-

-
-
'

・
、
わ-

わ-
  -
)  

集
し
、
一
一it-

一
一
一
的
一
一,

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一--

ー
イ
ー
ー
だ  

11・  一

月
旅
行
く,,-
ら
一  

-  1  
e  

人
類
初
の
偉
業
に
党
大
会
か

ル
ナio

号
月
の
人

t;

長
は
実
会
か
ら
の
基
の
べ
、
こ
ー  

の
あ
と
ル
ナ10

号
か
ら
流
れ
る
「
イ
ン

タ
ナ
シ
一
一
一
ナ
ル
」
の
録
音
が
放
送
さ
れ
、

実
千
人
藤
員
、
外
国
代
表
、
傍

器
華
を
重
。  

'  '  '    '  '  '  ',--,fir,  ,,,,  

ソ.

連
、
は''

一
月
三
十
一
旱
一
後
七
略
四

十
・
一
一u

一
一
一  (

日
本---M

)

、
自
動
ス
テ
ー

ジn

ン
・  

ル
ナ2:'

・
一
一a

善
、
約

八
十
一,J

-
  '.:

四
昌
目,'f  ''

時
四

十
四
、
・'

・,  (=
'-

時a  '  -

一
一'-

0

衛

最
道
に
果
せ,)

、(

一
と-J-

成
功
し
た

合
の
一
一
一
一
一
行
計-

・
一
一
一
一
一
一
一
に
一
一
一
一
一,

整

さ
せ
た
こ
の
人
類
初
の
一
集
は
四
旱

,

田
十
時(

モ
ス
ク
ー7

時
間)

、
モ
ス
ク

一
り
の
大
会
営-

・  .J-l-

・
一:

一
れ
た'/-

一
一
一
一:'-:

一
産  

党
變
一
士
一  '-,r',,  

・a

の
置
頭
で
ラ
シ

一
一
・
一',  ''.

」
か
ら
端
大
一
、
・'

れ
、
テ
レ

ビ
、,

、,--

を
速
じ('  

国
に
・
…-

継
さ
れ

たp  

こ
の
薬,,''.

ー
レfm

号
器
標

霖
・
疑
告,

・'M-

の
ル
で
党
大
会
に
さ

高
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
ラ
シ
ー,

ド
フ
一
観  

月
・
探
検
へ
の
重

要
段
階
を
画
す

【
モ
ス
ク
ー
一
・
一
四
日
一
一
一
一"::::

タ
ス
】
モ
ス

義確護i  l  
藍整最書  7差自

義  lに立月・1  J',1  ,t?◆・.    '_';l、l立
1要      '  し班.リl_、一l          の        t)
1  ・、  l日i総1;'1  1
0'  ,    鑑        ll_1:
f・    ,  ll:北-,  、」  l  
見1  ,1  11重序、  -1  '~    l  
、'-  '1  .、fを  t,  ,-)
率ii  t  「  i二i  l  

_111)  ':,)  要て        ,1、装'  t・・ロア        1,1'
1jl  ,・Jし  ,ン1_        .,,

表tli,,''  ''  ?          :

1                          l
差:  ,,・i  ,春集        ,.;
か  ,、Lilt我        ,_
?  ,,、  ''':速        ..')  ,''動        ,.,,,,
一し・1  llの        1)
'    :  111握        .-1.一二・_                .!、・

3:  11-  交指  11・  し.  美;  '  1    面    、f,'
11:  i  ?値t,1  し?二(_  ,a  上.1.1  ,?
な,:  1:1」が?・  ,)V;  '-j  a  ''1・,1.1,111に,)

fl  l、  i・手よ一?  11.1       ずo  (_  1」
オ,  ・・  ,11)  経し(,_)

iい '  f)  i  器ll  Iii、・''  ・:1  -    、、'二
こ・,、  1、室  fl'',  1  1

安  /5  j'f  ノブ書読
整場プ ;  i  そ整痛告社一し  の    '  

ク
ー7

題
要
九
時
四
十
四
分

(
日
本
時
間
日
午
前
三
時
四
十
四

分)

、
と
独  ,a  

テ
ー
シ
ョ
シ
・  

ル
ナ10
羅
、

軌
道
に
の
りf  

っ

た

。    ,  
わ
り
を
ま
わ
る

人
工
衛
星
と
な

ル
ナ

の

一
四
一
月
一
日
に
お
こ
な

功
と
、
ル

ナ
選m

  

っ
あ
っ
た
期

Ill・  
It  .  



義

一
の
一
一
一
一
一
一-a

一
一
一
義
る
日
の
あ
る
こ

生
か
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
党
を
つv

る
。  

同
時
に

室  
よ

次
の  

「
ま
と
め
」
委
員
会
の
集
が
、
会
議
に
報
告
一
一
一J

れ
、'  

確
認
さ
れ
たp                        .  

人
に
よ
っ
て
構
成
し
、
重
識
で
確
認
す
る
。  ▽
全
一
益=

十
九
日
に
第
一
渡
時
間
外
一
る
資
興
基g

無

一
一
一
一
理
一
一
一.,

一
一
応
じ
、
発
で
も
藥
・
統
一
の
た
め
の
一
範
一
損
嘉
望
。  

そ;0        -  回'll  ?,ll  l                                        -    い    事

金y  

最
一P

一
一
一
・
心
一
一
に
討
論
一
一e

れ
・
一J

の

:-9al
一
發
一
一a

一
、
べ.

き
党
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ

,-,-r

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
つ
く
るo

X
      X
  

「0

九0

れ
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
一
一
ン
一
一
・
一
一
一a

の
一
、
一
場  

x  

か
ら
ソ
葵
発
二
十
回
大
会
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
国

(
代
々
本)

の
一E

一
想
的
・
政
治
的'  

討
一
控
、
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
主
一
一
・
義
の
一.

一
一
ー
一
回
一
等
過
去
の
共
産
主
義

異
塞
義
動
の
目
己
革
新
の
事
業
を
薄Lv  

日

が
、
ふ.-

l-

い
一:l-

一
一
一
一
一
一
と
と
も
に
批
判
さ

運
動
の
誤
り
に
つ
い
て
の
一n

一
一
一,

一
一
一
一
判
のf

一
間
題
、
さ
ら
に
モ

本
に
お
い
て
こ
・
一
一
を.

推
一
一W

一
す
る
こ
と
を.

一
一
一
一
意
す
る
。  

こ

f'

建
設
す
べ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
の
性
格
に
つ
い
一,

」
一
前
一
調

ス
ク
ワ
宣
営
、
一
一
一
明
の
藍
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
展
開
さ

れ
こ
・
程
、
社
会
主
義
へ
の
第
的
産
行
を
今
目
の
段

と
しy

次
農
森
な
さ
れ
、
そ
の
基
本れ
た

階
で
可
能
に
す
る
一a

一
一
一
前
一
的
主
体
の
国
際
的
形
成
と
請
一
田
一

ー  

e
  

党
内
民
主
義
の
速
、
建
設
す
べ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
の
基

に
お
け
る
共
産
主
義.

通
動
の3

民
的
基
盤
の
確
立
の
過

国

動
一
一
一
一
国
一
一
一
一
の
現
実
的
な
要

本
産
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
意
見
が
一
一
一
ロ
一
一9

一
に

体
的
一
一
一
一
闘
一
一
一
一
を
、
平
和
共
存
、
平
和
と

一
交
お
爲
た
。  

討
論
の
結
果
、
一)

、
ル
ク
ス

レ
ー
ニ
ン
主

を
妻
藤
主
的
改
革

一
一n

一
一
一
一
一
の
組
織
原
則
は
、
民
主
集
中
制
で
あ
る
こ
と
を
確
認

v

会-fit=

十
二
日
に-

一
一
一
一
一
一
一
ー

一
時
限
ス
ト'  

昨
年
上
回
る
成
果

て
お
し
す
す
め
る
こ
と
で
大
衆
に
服
務

し
た
。
同
時
に
、
目
本
共
一
一
一
一
一?-(

代
一
一
木)

に
お
け
る

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
提
に
お
い
「
民
主
集
中
制
」
の
名
に
よ
る
克
輿
主
書
ゆ
う
り

放
を
め
一
一
一
一
一
一
一
。
一
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
国

ん
の
苦
い
経
験
に
た,

一
一J

、,

党
内
民
主
主
義
の
一fK

現
、,

そ

い
道
の
団
結
に
寄
与
し
て
い
く
よ
う
な
の
組
織
的
保
障
を
確
手
べ
き
こ
と
が
一
強
調
さ
れ
た
。  

こ

-

で-

基
雪
讓
に
も
と
づ
最
動
が
保

産
党
第
二
十
回
大
会
以
後
に
追
求

証
さ
れ
る
。  -

一
一
と
大
衆
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
ま
た
党

な
っ
た
国
際
共
産
主
義
連
動
の
新
し
い
内
の
組
織
違
営
に
お
い
て
も
、
真
に
民
主
的
な
一
一
一
一
一
を
建
設

'l'、真  

.n--0

・
一
一
一
の
園
一
に
お
い
て
独
自
に
生
か
そ
う

す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。  

一
あ
り
、
ま
た
モ
ス
ク
一
ソ
宣1

言
・
声
明
に

大
衆
連
動
と
一
一
一
一
内
一
一
一
一
一
主
一f-l

一
一
一
」
一J

の
関
係
、
少
数
意
見
の

間
題
、
討
論
の
目
由
と
行
動
の
統
一
の
間
題
、
日
本
の
よ

(

藍
業
器
真
う
な
要
器'

選
と
国
家
独
賽
本
主
器
制
の
も
と

に
お
い
て
、
各
異
一m

一
一
一
一
一
一
と
と
も
ど
も

で
の
複
維
藤
に
即
し
た
民
、
一
一
一
養
制
の
間
題
な

い
く
こ
と
で
も
あ
る
。  

同
時
ど
、
組
織
続
一
準
備
萎
員
会
の
、
活
動
の
な
か
一
一
・
一
、'

さ
ら
に

てに

日
本
共
産
党(

代,

条)

の
さ
ら
け
だ
し

思
想
的
、
理
論
的
、
実
一
一
一
一
的
に
深
め
ら
る
一
一
、
き
多
一
く
の
一
里

道
で
な

要
な
間
題
が
提
起
さ
れ
た
。  

②

いoい
も
の
も
、
中
く
ら
い
な
も
の
も
、
す

②
一0

れ
・0

れ
は
日
本
共
産
党
の
担
っ
て
き
たn

が
一
国

べ

0-n-.n

れ
の
内
部
に
ひ
そ
む
弱
点
・
一
一
一
一
点
を

護
た
め
に
努
力
し
、
電
い
世
代
の
同
志
と
と

も
に
理
い
の
あ
い-

一
に
い
さ
さ
力
の
疑
心
暗
鬼
を
生

 
-

一j

一

一

の

・-
-
)':'

い

、  -
:-
-

』

み

ち

た

だ  
----f-

・f

的
、f

、r--:-.hu

紐
、,

ハ
一
一
一
一
一
の
解
放
を
無

烈
に
め
一
一
一
一f-

。
一
と
い
う
こ
と
で
ヒ
ュ  

ー
マ
一  

、
、  .  

、
一
あ
る

と
と
も
に
、
党
の
品
性
、
品
格
が
ヒ
ュ
ー
一
、
一--]

一
一
を

つ
く
るa

③
今
當
の
複
無
一
靈
実
を
一g

る5f,-.  

、  -
  .

、-
  

面
的
な
分
野
に
ゎ
た
っ
て
っ
と
め
て
い
一
一('  ,l--1'  .

一
一
の
一

M
-
'

に-

・f):  -
:

・-
-
,f-
,M

と.',J

、

報

と

創

、aa  

:'-,

一
、
・"

、F

一
一
、
わ,-

い---::

し-

て
広
一
結

集
し
、-lit

体
的
な
一
舉
の
多
面
化
と
有
程
の
た
め
に

労
一
切
一
一
一
一
階
級
の
重
統
益
承
し
、
基
展
さ
一
一
一
一:
一
る
。  

と
同
時
に
、
わ
密
の
壊
、
連
動
に
損
失
を
与
え
た
そ
の

否
定
的
な
遺
産
を
一  

せ
、
思
想
的
に
も
実
践
的
に
も
こ

れ
を
一
一
一
一
服
す
る
た
め
に
努
力
す
る
。  .0

れ
一
一
ー-)

れ
は
、
軽

動
の
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
一
一
一
進
・
の
破
壊
さ
れ
た
過
去
の
反
省

を
、  

日
本
の
興f

要-E

義990

應
一
一
照
ら
し
て,

行
な
い

そ
れ
をP

,---,  --'  j-'  

・
一.

し
、
・
、'

・'

さ
せ
る
よ
つ%

力

」-,-
  -

一
く-

、-fifi-,

・
に,

・-S

・:

・o9-

一f

一
つ
こ
と

 

一
ら
れ
た
。

一)

・  

わ
れ
わ
れ
の
建
設
す
る
覚
の
紐-',.

、
、,-

ず
か
ら

)  '  '-

実
職
を
、
理
じy

日
本
の
現,

、,-',  -

で
架
き

移
ら
新'  :'  -

一)

し'

、J

、'

、
フ
ー-

・
く
リ
ア
際
主
期
を

正
と
端'.'

、
一
一
一'

一  ,

・  -,-,

一J

、'  )

④  

モ
ス
ク
一
り
一
書  

・  

声
明
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、  

程
な
の
で
一
一
一
一
る
。

わa

一
・0

・
一
一
一
は
モ
ス
ク
ク
宣
言
、
一
一
一
」
明
が:

こ
の
よ
う
な
新

し
い
情
期
一
一
一
一'

・
一
一
一
ノ  .  

・
一,l  -','

・  ').  j

・--l-

こ
と
一
一
一
一?,

認

し
、

そ
の-

  -
'l,-

、-
.M
  

一

一
一  .  '-

-

一
一.

、,-

・,'

す
る

も
の

で

あ,J

」'

こ
上'

一
ー-

い
て
は
、
会
、
商
で
「
ま
と0

」ff,::  '

一
人

が
保
一
一a  -

患
を
表
示
し
た
。  

そ
れ
、
變fin

表
を

「,f

れf

れ
ば
モ
ス
ク
一',

一
宣
言
・  

・
国.

明
が
大
一---

一
こ

の
よ
、'

ノ
、
一,----

義
の
な
か
で
生
ま
れ
た)  

一
一
一  -(-

  

必
る

こ
と
一
・,

一,-,:-d

・
一
る
」
と
す
べ
一
一
一
一
一
一
一
、
一
あ?

一
一
一
と
い
・J

・
一
一,:-.

、
一
あ

っ
た'  ,'--.

一
一f

前
で
は
、
「
自
己
一
一
一
一
・
新
」
と
い
・.f':

一.,

一
つ

い
て
、  -J

れ  

、
一
一:  

「
世
界
共
産
主
義
連
動
で  

一  

い--,

一
一
一j

さ

れ
て
一
・,  '  

一
、
ま
た
二
十
回
大
会
の
切
り
一
開
い  1

  j

・
一)

一
一
一
ば
、

自
己  ----

一,

一
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
は
・',--

、
‘-:

い

う
一
理E-J

、  -

一
一
・
備
一
一
一
一
員
会
に
一
一
一a

い
て
再
検
到
レ'-

  =
  

・,

い
と

い,-,-

・,,,-

一
一,-fJ

が
表
明
さ
れ
た
。

⑤  
一
、
一,

一
一
会
議
で
は
、
わ
れ0

れ
の
建rf'-

、.

、'

一
一
見  

が
大
一-:'
」
に
敏
感
に
則
応
し
、
戰
朗
性'

一  '

ー
リ
を

も
ち--

  ,
、,
に
服
務
す
る
一
一
一
一
一
で
な
け
れ
ば,-:  ,)  .

い
と

い
う','

と':

以
調
さ
れ
、
生
靈
程
とa

会-':.  

一
一
要

な
常,f  )

て
い
る
一
育
年
、
婦
人
を
広
く.  ,--,,'

・
一  In

  

で
あ,

、
一---

  -

も
と
め
ら
れ
た
。

…
四:

一
会
議.

ば
、
「
労
的
一
一
一
一
動
一
一
は
し:

、
一
一

一.      '  

運
動
に
一
一
一
一
一
一
一
一J,,-

一
な
が
ら
、
日
一
一
・j,.:,-

空  

一
一a

一
、
運,-J:  

、  

一
を
め
一
一
一
一
一
・.'-

一
、
共
建
主
一
一
一
一
一:

者
の
一--''  -

す

め
る
一,

一
一
一'

つ
く
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ-

一
一
・
・-.

一
と

し
て-',  

一
準
備
委
員
会
を
一
ー
一
一
一
一
一
一
さ
せ
る,.  

二
・
・  -'

ノ
ー  
一

員
一
一f

し
一,J-

  

定
し
た
。

組
一
一
、
、
一,

・-

備
發
員
会
の
橋
成
と
江E
に
っ-

、
・  

、.  

会

成
て,

、,,-
-

り

確

一
フ,-

さ
れ

た-
                          i  

l
e
  

準
裝.-.-

'

、L
-
.--
,--
-

一
一
、
一.,0

。

準
備
委
員
会
一
一.o

、  ,-

、
一-

  

、  ,--
  -:.

・
、
と
、E

一
に
基
本

的
に
一
一
一
一
成
す
る
組
織
か:

一
一
一
一,--

一
ん
す
る
組
織
代
表
お
よ
び
個
一  

推
想
基
一
管
れ
る
。                            

、

②
準
築
製
会
は
、
経
一
統
一
の
一
義
ま
で
の
暫
定'  

的
な
も
の
で
あ
り
、
一
一
一
一
組
織
の
指
導
械
関
で
は
な
い
。

③
準
備
養
目
会
は
、
請
組
般
・
一
一
」
一
一
一
一f

一
に
一
一
一
一
加
す
る
個

人
の
共
同
行
請
織
す
る
た
め
に
一
一
一
ヵ
す
る
。  

委
員
会

の
合
要
各
組
織
は
導
龍
し
、
共
同
行
動
の
期
化
に
つ
と

め
る
。

e
  

準
備
資
会
は
、
線
統
一
に
必
要
な
、
思
想,  

器,  

政
治,  

組
織
上
の
統
一
を
は
か
る
た
め
の
一
一9,

明
を

行
な
い
、
、
一
一
一
田
一
一
に
応
じ
、
疑
に
共
同
の
討,

一
を
お?

」
・
一
一?  

イ
一
一
シ
フ
テ
ィ
プ
を
と
る
。  

準
時
一
変f

会
は
、  

全
要-iii  

一
一:

一
一
一
能
一
認
一
一
一
一
ー:

一
一
、f  

・  IE
  

一  ,-

一,-.r:f-',.-

一
同
の
一
藤
を
基

a

一
一
一,--J,--l7-

一
、
一  ,,,--

・
同
・
一
一
・
一
・
一
一
・
一
、
小
一
一
ー
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
ど
を
設

け(-
  ,  

…-

一
な
作
業
を
行
な
一',-

。

一0
  P

情
一'

要
員
会
が
検
討
を
要
ず
るT'.--

期
は
、
日

-

り-'KRF

日
一
一
一
一
器
の
業
群f

、M
  

一
戦
線

の--

前'

」
較
術
、
共
産
主
義
、
連
動
の
統
一  -,-,-

、,f'

放
の
一
間  

領'.

、J,

一
、
一
。

一'0,  

一
い
、
組
織
統
一
の
後
に
お
い
て-

  '

一
つ
つ
き
、
道

求
、
ー-

、,

、'

一
設
題
と
、
組
織
統
一
の
以
前
一
一
一
一
一
一,

一
一
一
一
一
一
、
一
一
一0,

一a-
  

9-:,  

一,

・
一1-

し
、
そ
れ
を
見
さ
だ
め
る
こ-

一  -
  '

一
害
あ

f'  

、'  '-,J

と
も
、
以
上
の.

整
動
を
観
し'.J

、
體
鑑

一  -
:  '.'  

、-
.

し
、
必
差
醫
畫
業
雪
い.

・.:-
  

機
案

-
.

一-
-
':,-

藤
し
、0

?

的
議
に
か,:-

,

い  

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
つ
と
めy

結
集
をf

・
一
一
一
一
・,

・
一
心
一
一
の

一  '''-'

力
を
組
織
す
る%

力
が'

必
警
一3-

-
  ,,k

全
員
会
の
決
定
は
、
多
救
一
一
一
、
一
」-

一'.

。  '-

。

0'  '-'  ,

一  ,'

原
則
と
し
て
発
表
す
る
。

し-

幅
委
一
一
一
一
一
会
は
、
一
一
一
一
一
一
一
一
一
長
、
事
一M

:

・
一
、
・
一
一
一
十
い
一

一
一
一-

・
、-

  

一
互
一
一
一
一
一
す
る
。                              '

一
五
一
、
、-

、'  L,

・
要x

を-

ばf

::-
:-

しJ
,,  ..-:)-

・
一
一f  -

-
-
f

参
加
す

る
人
々
、
を
一
一
」
備
一
一
一
一n

一
一
一
に
す
る
必
要
が
一
の,0

望n

は
、
そ
れ

一
一
一
一
一
開
一
は:':

七-f

業
価-

デ
ー
を

起
点
と
し
、''  

、
」:-'J

  -

利
確
一
立
、a  

一  '

行

動

序

一.-
',.J

、','.'-
  .,'

立

を

甲

心

す-

・
一
一''

一  

・  

二
一::-

一
細
一
ス
ト
ー
一  J

・
、,'.

一  

、

一
・f-

-
-

り
を
一
不
し
た
。  

そ
し  J

  ',

、.f  

観

いP
  .

り

、.j

・:-
,',,

・-
  

・  

単

塞

は

す

で

に

作  ,l,'1
:,  'l  ',,-

1
-

き

出

し
、
毒
へ
明
る
い
展--

一
を
み
せ
て
い

る
。
四
日
一
現
在
で
回
千
円
以
上
の
回
答

を
引
き
出
し  J

、,-

一r

一
一
一
一
・
一
一
一
の
一
、
一.--)--

一
も

の
つ
き
の
と
一
一j,

【
全
一
一
一
一
属
】
▽
ト.  

リ  l

一
業ll;n

-
-
,l-
-
-
-
>

富

士

一

顯:

し  l  f

▽

朝

日

興
鋼-'

半
二
言
円'

・
リ  r'  -

時
計-

  

一
四
一--

  l-

円
一v'-,,,

、
一
一
一
一
、
ノ
ー
一':

・3

千
円
▽

口-
/
4
  '

能

干

一

一

、).-

・  ,

構

松=

四

r  /
/
-
-
-
l'-
0

「al-

労9
-
  

一V
','',  

理&

千

一  ':->

グ
レ
・
フ
、
ン
ー
ー
、  -

  '  3

千
円V

  

藤-
,

一

平:-
n

一:

干f  l,.,,  :

ン

ス

ア

ル

フ/-

【
化
一
一
・
同
一
盟
】
▽
「  --.  ,41-

率

 
iliV

第
一
製
油
・--

人
一
白
円
▽

パ

イ

ー

ノ

ト=

四

千

・  j-
  :'-
H
  (-
'

女

結)  

・

一

一

同-
'''',l

・u

◆-
,

日

円P

フ

ェ
ス
コ='

、
「
・'

ノu

円(

一
たue)  '

【
全
国
一
般
】
▽
大
取
製fl

率 を
定
め
、
強
力
な
幅
法
闘
争
にr

・(

る
。

春
開
の
決
一
戦
に
あ
た
っ
て
公
労
協
と

表
翻
の
職
術
調
整
い
か
が
、
大
き

な
一
激
味
を
も
一
っ
て
き
て
ぉ-0

、
管
の

委
員
長
書
記
装
義
の
一
相
一
論
一
整
基

れ
る
。                '        

・

全
電
通
、
ス
ト
ーM

體
立.  

平
一
均
一::

ハ
一
一,

一
一
一r

一
一
一
一
一
一r

一
一
一
十
円
の
貨
産

要
求
し
て
い
る
・
一
一
一
一
一f

一
通
一f

一
題(

二
十
一

万
人)

は
三
月
二
十
八
日
か
ら
管
一

日
ま
で
″
ヌ
ー
権-l-

控
投
一
一
一
一
を
実;IE

し
て
い
た
が
、
四
目
一
資M

率
七
九
・  

二

%
  e

年
一n--:---

・  

一
一,

一
一
一
一)

で
ス
ト
種
を

確
一:

一
し
、
た
た-

い
ぬ
く
旨
の
要

発
表
し
た
。

統
一
開
争
が
勝
利

 
 
 

・
全
海
連
タ
難

一
八
千
円
の
貸
上
げ
を
要
求.,-

一
フ
」
一
一
一
一
一
月  

二
十
五
日
以
来
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
全

海
、
器
部(

日
本
人
従
業
員
一
干

入)

の
一
統
一
一
闘
争
は
、
一
一'-]

一
一
解
利
をb  

っ
て
一
一
一
一
一
簡
し
た'

装
ま
で
ス
ト
を
行
な
っ
て
い
た
英

腦
主p

・
ァ
ン
ド
・o

社
の
代
理
階
マ
ッ

キ
ン
ノ
ン'

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
社
労
組
も

三
日
一-;-

千
四
自
一
一
一
十
一
一
一
一
一
で
一
一
一
一
一
結
し
た'

日
教
組
、  5

月-3

日

に
三
割
休
暇
実
施

目
教
一
一
一
で
は
三
月
三
十
一
日
、
四
月

一
日
に
解
実
養a

を-

い
て,  

,  」,爲  '                                  し        .,,:1aa,h::    基:.  ,,.,,:d,,,.i.J,:・,.基1経識,  1  '11dt  

二
自
円
▽
田
中
塗
一
一
一="::-

一
一:

一
千'-'

島
プ
一
大
要
上
げ
、
免
許
法
改
一
一
心
、'  IL

〇  

ラ
ス
ア
ル
フ
フ
▽
南
機
税--

四
千
八
目
一
標
タ
ナ
上
げ
改:--

一
一
国
内
法
の
発
効
風

を
用
加
す,

っ
出
・

一
」

一
」
一

能
す
る
」
こ
と

・
一
一
一
、
め
た
。

一

…

一'

、:''

一  

世.

天

の

間-

ぎ

幅  i-
',-
-

感

す

る

 
:  

上
で
そ
の
役
割
を
果
た
し'

、  -

流
一  

準
備
委
員
一
一
一,'  j

・
一'  

「
一
一
と
、  '  '  -,  '-

ー
ル
に,p

と
づ

い
て
、
そ
の
一-'',

ー
一
一.

・
一'  ,

、
。

一
九
六
六
年
四
月
三
日

円
▽
大
録
電
機=

四
千
一
四
一
一
一
一
円  (

妥

止
な
ど
を
目
標
と
す
る
一
替
囲
書
を
討

結)

▽
伊
一
撰
工
一
四f-

一
言
一-(

要
一
議
し
た
。
五
月
十
三
日
に
一
一
一
一
一
一
体91

一
闘

結)

▽
旭
光
コ
ン
ク=-

ー
ト=

四
千
円
一
一
一
一
・
・
一'

一
一
ど
で
実
力
一.

程
を
行
な
う
。  

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
プ(

一
一
一
一
一
一
一
一)

国
労
の
第  

一
一
一
波

重l  

半
日
ス
ト
決
行

東
京
の
無
認
可
保
育
所
は
二
、
三
年

一
八
平
・
一
一'

一
日
円
の
賃
上
げ
を
一
業
し
一
前
か
ら
一
一
一
一
增
一
し
、
現
書
か
所
も
あ
る

細

衛
一
基-;

が
、
連
結
翻
要K

を
つV

っ
て
い
る
。  

重
化
学
中
心
に
長
期'

ス
ト
、

総
評
春
聞
方
針
を
一
再
確
認

に
は
人
手
一
一
一
一[

一
も,

一
一
流'-

▽
書
交
、
重=
十
二'

一
一
か
ら

・
、1

-

、
・                  
ノ

十
六

日
に

な-
-
.  J
,',-
,j
ご
と

に'  

一

一
四

時
間
ス
ト
。

▽
電
流
労
理
一
一
五'l'  
、':'  ,
一
、
通

一
一
一
一
一
い--

一
一
…
一  
」-,,-

一
中
心
に
半
リ
、:

・'-

職
場

雲
、
、  ,

・
一
日
に
大
・-':.  '

が
一
第

二
時
、',

、

▽
化
一
于
同
一f

一
、
全
印
、4'

一
一
一  '  
、
日
か

ら
十--ll

・
、
」0

に
か
け
一,L,

甲

▽
ゴ
ム
”
建=

十
二u--

一-
  

、
ト
、

以
一
一
一
一
、:

・
・,-

一
一
、'/

ト
。                

、,  

▽
全-

セ
メ
ン
ト=

士'

、
・'-,

、
日
に

連

転-
-
-
-

心
に

一9
-
',

、.-
-

時

間

ス
ト
、
ニ
ー-1

、
二
十
一r,

一  ll-

四
十

八
時
間
ス
ト
、'  -,',-

一
一
一
一
一
一:.-

一
一
一[.l-1

・
三
使  

銀
低
九
士
八
時
商'  

、'

▽
鉄
努
運4

五
日
の'

仏'

人
中
議 て

い
る
国
労(

二
ー
一
分
一
一
千
人)

は

四
日
名
古
一
監
で
館
時
中
央
委
民
会
を
ひ
一
な
ぜ
、
無
認
可
の
醫
所
が
こ
ん
な
に

ら
き
、
春
関
決
戦
一
一
一:

一
階
の
戦
術
一
一
一
一
一
一
一
一
繊
一
受
一:0

かp

・-,  

'fl  ・i  

し
た
。  

そ
の'2

果
、  

一
一
一
一
一
一'

一
一
、
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一-

-
-
H
-
-
  l'-'

に
、  

一
楽
高
の
乳
児
を
一
手
か
つ

に0

採
れ
る
公
一
一
カ
一
一
一
、
ー
一
一
一
一
一
連'-

一
八
關
一
一
一
一
一
て
く
れ
な
い
一
レ
、
醫
時
簡
も
短
い
た

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
長
会
識
で
行
な
う
一-

,-

、
ご
の
一
め
、
働,v

、
ー
一
一
一
一m

一
一
一
は
利
理
き
な
い
。  

そ

決
定
に
も
と
づ
き
、
一::-

一
一'-]

に
ス
ト
指
令
一
こ
で
、
母
港J

ち
は
一
一
方
円
く
ま
出

総
評
で
は
二
日
東
京
・
虎
の
一
門
の
全

日
通
会
館
で
評
議
員
会
を
ひ
ら
き
、
別

項
の
よ
う
な
実
情
と
一
成
果
を
ふ
ま
え
て

を
出
す
。  

し
一
一
一
っ
て
、
保
母
を
屋
い
、,-

一
基
一9t

・
一
一
施

e

ス
ト
ラ
ー
一
一r

一
一
一
言
ス
ト
と
一g

一
一
設
一
一
一
一
一
一
一
児
を
保
青
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

る'  

二
士
八
日
、
一
一
一
・
一
一,:[

一
と
二
十
四
時
一
い
か
ら
で
あ
るV

と
こ
ろ
が
、
保
育
料

間
ス
ト
を
決
定
じ
た
一
一M

一
一
一
一
一
一
総
連
と
呼
応
一
だ
け
で
経
営
し
て
い
る
の
一y

赤
字
ぼ

傍

一
一
一
一
一:

・
一
一
一
一
間
一
一

年
後
一:

ル
時
四T

四
分

3
‘ '  ル

ナ0

慧
、  

型
一
一
時
四
十
四

テ
ー
シ
一
一
一
ン
・  

一0

り
を
ま.0

る

ii

一
這
一
に
の
り

っ
た
。  

の
全
重
と
な

間
に
地
上
か
ら
の
信
号
に
し
た
が)

て

お
こ
な
わ
整
確
確
な
速
動
と
に
よ
っ

て
保
一
証
さ
れ
た
。

全E
-
-

商
序
一-

  :--
()-
,

の
月
面
か
ら

の
・
一  ',

一
一
・'

川'f

お
よ
そ
一'  :-

  -

、'.'

一
、

最
、
浦'-.

生f-

一
お
よ
そ
一  ):

・  ,

、f

一
一

で
・f  ,'  :,

演
期
は
一'-''-

-

】
。

ル'

・  n
'

に
は
、
科-

')  -

宙
探

検
の',-

・
い  )

科
学
諸
一
計
一,:

一
ぃ
・
、
備
さ

れ
、  -

-
,,-
fN

定
資

料
一'

、'  

ノ

メ
ー  

表1
  

・f,  .-

一
つ
一,J

地
一
一
一
一.,--

  .-

一
一
一
一
一
れ

て
い
・-

'  

ノ',  1
0

号
の  -

-
-
-
.--
'

測
と

そ
の-

  .,,',,

ン
メ
ー
タ
ー
の-

-
l-
  ,.

は
、

長
距
・?-',-'  

一
程
通
信
一
一  ,  -

が
お

こ
な'  

、
」
・
、
・  -

。

人-.---'

一
一
最
初
の
「l--

一
一
道
一
飛  

行
は
、
ソ.1,0

科
学
者
、  In

・=-,-

、
労

一
別
一
一
一
一)

・  

・'J

な
め
一
一
一
一
一
一
一r

一
し
い-

利
で

あ
る'  

一
し,-

」
七
年
に
船'-'J

・
ハ
、1

一
地

球
一
管
能
を
つ
く
一'  

一,

一
ソ
ー
一
は
、
こ
ん
ど  

は
月
の
ま
わ
り
、
一,

一
一
・
一:-

  0

整
に
一
取
初

の
人X

衛
屋
を
の
せ
た
の
で
あ
る
。  

こ

ト
ラ
イ
キ
体
制
で
対
決
す
る
」
と
の
基

本
議
を
再
一
一
一
一
一a

し

e

五
日
前':y'

か
・-.

簡
単
宅
実
力

行
一
使
に
は
い
り
、
っ
、
っ
、
い
一.('l'  i

、
三

日
一(

一
・
・'f'  

一
障
を
実
フ
、
一'

一'-'.  '  

りM

瞬
三

陣-

て
十
・-',.-'  :

議
一
行
動
を

一
一
一
一
施
・'

一
、
一a

一
一
・
一-

・'

一
ノ
ー
・-

一
一J

一
一
八
衆
動
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
行

な
う
一:

一
一
ー
一
一
一
務
協
、
交
運
共
闘
は
四
月
下

旬
少
なV

と
も
二
渡
程
度
の
統
一
ヌ
ー
、

を
行
な
う
、
と
の
方
書
を
決
定
し
た
。  

ル
ナ

の
軌
道
に

の

j

一f

一
一
一:

一
一
日
に
お
こ
な

功
と
、
ル

ー
・
一n

号  

っ
あ
っ
た
期 れ

は
、
月
接
に
お
け
る
重
裝
一
一  

五
日
か
拿
日
に
容
て
実
カ,

種

画
ず
る
も
の
で
あ
る
。                

体
制
に
は
い
る
民
間
単
産
は
、
合
化
、

化
同
、
義
食
品
、=f

ム
、
セ
メ
ン

ト
、
新
闘
一
な
一
一,j

。
さ
ら
に
十
日
前
後
か  

ル
ナio

号
の
想
像
図

一
一

0

月
の
ま
わ
り
一
一
一
一
一
一fie

0

ル
布
号
の
本
体'  

ら
、
石
、
油
、  

・
構
、4

結'

傳
、
全
一
一
一
一
一
な

ど
が
そ
れ.  

一
一--'-::

上
言
ご
ろ

に

ま

ま

と

の

」

一

一

い.  ,'-
  .-

使

体

制

に

入

る

一

予'-
'

-

一
一
一
一
一
一
点
は
、
鉄
鋼
の
一',:--,--,

リ,

一
ー

一
要
闘
の
共
体

一

一,f

・'

一

運(

・

一-

・

一:

ー

一

一:-

・^0

・

、  

・''  -
-

、

),,

一
で
一
一
一
一
大
中
央
闘
争
一,

・
一
一,-

  

へ  -
  

、)

・)  

・
一
、
さ
き
の
ス
ト
費
成
一
一-,.J,

、

、,  i:-
-
-
-
-
-

一

一

一

一

、

一

一

が

一

一

・

一

き

な7
-
-

っ

・',l  -
-
-
  

一--),

一
」
一
一
一
、
本
社
要
粗
と',,

・
、-

  

-
L
f

、

行J
-

、

大

阪

職

組

の

接,  -
.'-
'-
  

l.-
  J

・

・

、

一...

一

や

り

な

お

一-
-
-

こ

一

一.::'-
-

一/
o

-

一
一  

一
、
国
労
を
中
心
と
す
一)flJ--

一

一
一-

・.

、
し
日
の
公
労
協
、  -'-,

、-
  

,9'

有
・
一
一
、
一
一
で
最
経
決
定
さ
れ
一-,,?

・
一

一L

一
、
一'-'

差

各

的9
=

一

雄

一=
,''  

一,

中a-
-
J
-
  

た
主
な
単
・,

・:'

い-

・'

、,  -
  '

ー
ル
つ

き
の
と
お
り
。  

、
、

▽
私
鉄
総
連=

・
一,

・
一:-J

日
に
始
発
か
ら

午
前
十
時
ま
で
の,

・
、
、
、
二
十
大
、
三

十
日
に
二
一
一
四-l'E-:

ト

▽
合
化
労
理
一
日
に'  '  

・',,'  '

・,

一
合

一
五
方
人
、:  '

・-

四
時
間
ス,

、
、-

円
日

四

十

一  -
,':

、.'  

一

、

要

ト

、,,:'''

ぼ

無
體
ノ
、
ト'

▽

全

国

金

属':::-
-

二:

「.,'  '-

支

部
半
日
一
ト
。

▽
食
品
一
一
一
一:

連=

十
二
日-

  'l-

、'..'-

一
一

除

く

全'  ,-
.-
.'  

一

船

間

ス

ト'

▽
全
造
一
能
機
械
一
二-?  .

一  ','

・
日

準
目
ブ
、
ト
、'  

平
一
日
一
、
し).l'  '

十

四
時
問,

、
ト
。

▽

全

鉱-
'''

上

目

に

金-
-
'  -
-
-

時

間
ス
ト
、  -'-

一
量
点
一
一f

・-

、-'

、-'

限

ス
ト
。'  

▽
全
港
一
一
一
一
一
一,=l

一
一
日
に
一
に-,l--

、
、

時
間
外
、
一
・
一
的(,)

一
一
否
、'-,

・r

一
一
一--

  

一
十

四
時
間
一,,/

ト
、
こ
、
一'-?---'

」
一
一
一
一1:-

一
一/

ト

▽
紙
パ
ル
プ
労
連,='l''  

一
日
か
ら
中

小
組
合
が
時
限
ス
ト
に
入
り
、
十
九
日

焦
点
は
外
交
、
軍
事
問
題

 -

国
会
の
動
き-

  

昭
和
四
十
一
年
一
一,--

一
算
は
四M

二

日
、
自
民',-,-

  10

貴
成
で
、
参
一
一
院
本

会
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一E

一
・
、-

」,-

た
。  

国
会
の
一
一
一  

一-
  

、
一,,r'

発
、
需
一L

、
内-?

の':

要

一'-

、
、)  T

説
に
海
っ
た
。  =

、
募
動
委

一-

・
、
一  J,  

藤
終,l,--

、
権
上
を

一-.-
  ),'.

保
一
一
一
法
の,

、  -

一
一
評
一
基
ど

-
  ,-

対
し
て
い-

-
,'-
(

旅
、
法
案

 
'  -

し
て
お
り
、  -

-
-
'-
X

参e

は

一-
-
'-
l'  

の
大
幅
情-

  '-

一
一
一
容
と
す

-

・-a

あ
成
順
一
、
常
、a

の
国
家
統
制

を
強
化
す,

、'-

・:

一
一
一/

一
放
義
、
電
使
法

の
改
一
一
一
一
一al-

・
一
…
一
一
一
登
一a

・
一
一J

れ
一r

・
一
い
る
。

差
團
番
員
会
に
は
防
犯
二
法
と  

細
元
節
復
活
、
法
集
が
付
元,--c-

て
い

る'  

礼
会
党
は.

い,-

・..  '  ,  .

一
は
こ
れ
ら

の
反
期
法
案
か
輯--

  -
  )

一
ま
一
一
で
あ

り

、

こ-
:-
','-

に

成

立

一

一'  .  J
)

と

す

る

自

・  ,'

・'.'  

間

に

は

し

に

か

い

が-
,

・

、-
,'.'  :

よ

つ

。  

自

一-
  ,,  ,

と

く

に

一

い),  

、:'

れ

ば

二-
-
'.-
  '  

赤

一

求  -
  '-
  )

は

保

法

の

・-

、-
'-
,f  

使
一
一
一
一
ー
一
一
の..

・,,--

そ
い
で
一
つ:

、  .  

一
さ

れ
基,f,'

中
一
一  '

各
委
員
一:''  .

ン

一

一n

一

切

り

、  aa-
-
-
l-
l-
-
-

し

一  tf

っ

一

と

しJ
  

い
る
た
め
、
今
、
過  .

・'-

ー
ノ
ー
集
、
週
に
か

一
一:

て
衆
一
一
一
一
一
一
院
は
一
器
一
一
一
し
一
た.

き
つ
つ

ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
ぅ
。  

今
後
の
國
一
一
一
一
ヵ
針
を
協
議
し
た'

「
重
化
学
工
業
薄
一
一
来
一
一
・
、.

…
一
の
長
期
ヌ

ー
基
一
一
一
一
・
一-

,-::

一
日
に
二'-,

・
四
時
国
統
一
ス

ス
を
決
め
る
一
一
一-

一
一
一
一
一  

▽
民
放
連==

八
日
、
十
九
日
と  

一
十
六

十
八
日
に
統
一
ス
ト
、
こ
の
ほ
士
五

日
に'

一
一
一)'

一
景12

チ
ャ
ン
、
一,

ー
ル
の
一
慧
反
一
中
央
線
な
一
一
一
一,--

一
一
一
一
一
一
と
連
格
ず
る
中
一
商
一
一
駅
一
共
か
せ
ぎ
し
な
い
と
食
え
な
い
か
ら
無

対
一
一
一.

一
一
一)

一
援
ス
ト
。  

▽
新
一
蘭
一
一R

連,,

】:::::::,-:

一,

、
・,-:

ル
日
ご
ろ
二
十
組
一
大
手
、
中
小
の
全
組
合
が
、
ニ
一
四
時
一
た
の
に
、
お
母
さ
ん
に
青
て
ろ
と
い
う
。  

合
が
時
限
ス
ト
、

十
九
日
に'

一
一
一
一
一
一
一
一
ヌ
ー
間
ス
ト
に
入
る
し
た
が
っ
て
拠
点
ご
一
ま
た
一
一
一
児
院
は
い
っ
た
い
都
内
一,,

一
い
く-l  

ト
。

▽
車
男
速
一
音
ご0

一
一
一
渡
ス

ト
。  

軍
事
、
一
一
一
一
一
一
一----'-,

一
い
て
は
、
主

と
じ
表
一'M

院
、
「--,,

・.f

会
を
甲
心
に

一
一
一
一
保
一
一M

、-

組
出
一
指
一
、
・
雜  

長
と,-

・-

同
出
に
つ
い'

、
しJ:

、
、  

「
通

警
、
一
、'

、
中
国
一
一
一
一
一
一-)-

  -),

、
一
・
一
一
一
一
拒

一
商,-,

一  ,  

・
一
一
一
ん
で
政
時  

、
一
一',r'

・
一
一
一
政

策
に
い
一--,

院
変
一
一,M

、:,-

塞

異

、

、.,  '.  

、'  '  

一

一

事.M
,-
  

・  

・,

、-

お

こ

な)  ',-

・,)

南
、
、  ,,

に
お
け
一
一('  ,  

、'  

ム
人

民
の
に
、--

、
反
米
機-,

一-
  -,  

一
新

た
な:

一'  -

、
か
い
ら
い'

、
」'-

内
部

の
分
一
・
・
、  -

  lj

の
発1

一,

、
、-,:

し
い

情

動

・:  :,-
.

一.f  

ア

メ

、-
?

、.,

」,

地

に

た
事
、
、
一-

、
構
を
や)  .-r  

一'J

る

か
か
ぇ
・'  

て
そ
の
。
、
ト
」
・
一
ム
もf

正
集  

の
失
警
す
一
一.--

・
杯
と
な
り
、

北
ベ
ト
ナ
ム
爆
一
一
一
一,---:-

一
、
ト
ナ
ム
で
の

器
行
動
の
識
花
に
よ
っ
て
こ
れ
を
切

す
る
。
第
一
波
は''--
一-

・,

ミ
ナ
ル
一
一
一
一
一
か
さ
む
ば
か
り
。
値
上
げ
し
よ
う
に

闘
〞
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
一
一
一
一
一
一
一
一
、
大
一
も
、
働
く
母
親
に
は
負
担
の
一
一:

一
一
一
一
ヵ
が
な

阪
、
横
浜
、
名
・
一[--

一
一
一
、
一
一
一
ー
一
都
、
神
戸
の

大
都
市
を
指
一
一
一

、
通
効
一
一
一
一
一
一

・
を
金
回
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
。  

とv

に
・'

架
京
で
に
、

い
。  

こ
の
ま
ま
で
は
、
こ,-'?..,

一
た
保
育

所
は
つ
ぎ
っ
ぎ
に
つ
ぶ
れ
る
は
か
は
な

い
。  
や
り
き
れ
な
く
な
っ
た
速
絡
協

新
宿
、
整
、
ロ
用
、
渋
谷
で
の
全
一
・
一
一
一  

一
議
会
の
代
表
が
都
の
民
生
局
に
補
助
金

単
ス
ト
ッ
プ
が
戦
術
の
中
心
と
な
り
、

發
実
手
組<

一
一
一
だ.-
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